




意義と目的:尿道下裂は小児剖検 583 例に 1 例の頻度でみとめられる先天性異

常だが,高度の場合,男子としての起立排尿,および正常な性行為が不可能であ

る。その発生機序ほまだ十分に解明されておらず,治療法に関しても完全な手

術々式が完成されていない。本邦においては最も多い経験症例数を有している

ので,これらの症例を中心に臨床的追究を行うことは成因の解明,治療法の完成

という目的に有意義であると考える。


